
R５・１２・１２（火） 小松恭子 

先週、発表会を終えた子ども達。大勢の前で発表したことが自信になったようで、「踊りた～い。」「劇し

よう。」と保育士や友達を誘ってステージに上がり、発表会ごっこを楽しんでいます。きりん組やひよこ

組の踊りも覚えていて、子ども達だけで踊れていることに感心しました。発表会の活動に意欲をもって

取り組み、友達と楽しみながらできたことを感じました。 

 

 

 

 

曲がかかると、一斉にステ

ージに上がります。友達と

ぶつからないように並んで

踊る子ども達。 

２歳児の踊り「フルーツポ

ンチ」を踊っています。 

４歳児の踊り「トモダチのわお！」

を踊り、最後にみんなが集まるとこ

ろもしっかり再現する子ども達。年

上児の踊りって、魅力的ですよね。 

先生役になって踊りの見本をしている璃音

ちゃん。お客さんの邪魔にならないよう端

で踊る保育士の真似をしています。 

「おおきなかぶ」の劇で、かぶを引っ張

る為の綱を持つ先生役をする蓮ちゃん。

「うんとこしょ、どっこいしょって言っ

て。」と指示を出していました。 


